
災害後の子どもの心を支えるために  

「くまもと『親の学び』プログラム～心のケア編〜」の作成にあたって 

 

地震や豪雨などの大規模な災害は、子どもたちだけでなく、その周囲にいる大

人たちの生活や人間関係にも大きな変化をもたらします。このような非常事態に

おいて、子どもたちが示す不安や行動の変化は決して「異常」なものではなく、心

と体がなんとかバランスを保とうとしている「自然な反応」です。 

 

子どもたちが安心感を取り戻すための土台となるのは、他でもない「大人（保

護者や周囲の支援者）の安心」です。被災生活における片付けや様々な復旧活動

に懸命に取り組みながら、同時に休むことなく子育てを続けている保護者の皆様

は、心身ともに計り知れない負担を抱えておられることでしょう。 

 

本プログラムは、そうした状況下にある保護者同士が、被災経験や日々の葛藤

をありのままに語り合い、お互いのこれまでのがんばりをねぎらい、相手に寄り

添い共感する、うなずく姿勢で話を聴き合う、参加体験型のプログラムです。 

 

令和８年熊本地震で被災した子どもたちの心のケアを、家庭・学校・地域の「ま

わりの大人」が日常の中で自然に実践し、社会全体で温かく見守ることができる

環境をつくることを目的として作成しました。 

 

このプログラムを通して、被災後の子どもの心に寄り添う心のケアのあり方を

学ぶだけでなく、大人が一人で抱え込んでいた孤立感を和らげ、深い共感と心か

らの安心感を得る貴重な機会となれば幸いです。 

 

学校現場の教職員や、「親の学び」プログラムトレーナーの方々は、子どもたち

や保護者にとって、心の回復を支える架け橋です。大人が決して一人で抱え込ま

ず、「完璧じゃなくていい」と割り切るセルフケアの大切さを共有しながら、地域

全体で温かい支援の輪を広げていただきますようお願いいたします。 
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